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一
、
は
じ
め
に

　
「
近
代
仏
教
」
と
い
う
用
語
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
一
般
化

し
た
言
葉
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
で
は
、「
明
治
仏
教
」
と
呼
ば
れ
る

こ
と
が
多
か
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
最
初
に
指
摘
し
た
の
は
、
近
代
仏

教
研
究
の
開
拓
者
で
あ
っ
た
吉
田
久
一
で
あ
っ
た
。

　
　
「
戦
前
の
先
駆
的
著
述
は
、
明
治
時
代
に
焦
点
を
置
き
、「
明
治

仏
教
史
」
と
名
乗
っ
た
も
の
が
多
い
。
…
…
戦
後
は
明
治
・
大

正
・
昭
和
期
を
含
め
て
「
近
代
仏
教
」
の
視
点
が
取
り
上
げ
ら

れ
、「
近
代
仏
教
史
」
を
名
乗
る
著
述
が
多
く
な
っ
）
1
（
た
」

　

か
つ
て
筆
者
も
、
こ
の
用
語
の
変
化
に
気
が
つ
き
、
つ
ぎ
の
よ
う

に
述
べ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

　
　
「
近
代
仏
教
の
研
究
の
始
ま
り
は
、
戦
後
の
も
の
で
あ
る
。
戦

前
に
は
「
明
治
仏
教
」
と
称
さ
れ
て
き
た
研
究
対
象
が
、「
近

代
仏
教
」
と
捉
え
な
お
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
単
に
言
葉
が
言

い
換
え
ら
れ
た
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
日
本
人
が
、
明
治
維
新

か
ら
敗
戦
ま
で
の
時
代
を
、
ひ
と
ま
と
ま
り
の
時
代
像
と
し
て

把
握
で
き
た
の
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
敗
戦
体
験
を
必
要
と

し
）
2
（

た
」

　

吉
田
や
筆
者
の
指
摘
を
ふ
ま
え
、
さ
ら
に
議
論
を
展
開
さ
せ
て
い

る
の
が
、
大
谷
栄
一
で
あ
る
。
明
治
仏
教
史
が
「
幕
末
・
明
治
以
降

の
仏
教
の
動
向
を
当
時
の
政
治
的
・
社
会
的
背
景
を
踏
ま
え
て
、
年

代
記
的
に
記
述
す
る
と
い
う
特
徴
が
み
ら
れ
る
」
こ
と
を
大
谷
は
指

摘
し
、
近
代
仏
教
の
研
究
に
つ
い
て
も
、
以
下
に
見
る
よ
う
な
的
確
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な
整
理
を
行
な
っ
て
い
る
。

　
　
「
一
九
五
九
年
の
吉
田
の
『
日
本
近
代
仏
教
史
研
究
』
を
出
発

点
と
し
て
、
一
九
六
〇
年
代
を
ピ
ー
ク
と
し
て
、
一
九
七
〇
年

代
半
ば
に
か
け
て
、
集
中
的
に
研
究
成
果
が
公
に
さ
れ
て
い
る

の
が
わ
か
る
。
一
九
六
〇
年
代
か
ら
七
〇
年
代
に
か
け
て
が
、

近
代
日
本
仏
教
史
研
究
の
高
揚
期
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
研
究
が

こ
の
分
野
の
基
本
研
究
と
な
り
、
八
〇
年
代
の
研
究
に
継
承
さ

れ
て
い
っ
）
3
（

た
」

　

六
〇
年
代
か
ら
七
〇
年
代
に
か
け
て
、
吉
田
、
柏
原
祐
泉
、
池
田

英
俊
に
よ
っ
て
近
代
仏
教
の
実
証
的
な
研
究
が
す
す
み
、
仏
教
史
の

空
白
の
時
期
で
あ
っ
た
近
代
仏
教
が
、
急
速
に
充
実
し
た
。
そ
し
て

ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
近
世
仏
教
の
研
究
も
活
発
に
な
っ
て
、
近
世
、
近

代
の
仏
教
に
関
心
を
示
す
研
究
者
が
現
れ
た
。
柏
原
の
よ
う
に
双
方

の
時
代
を
扱
っ
た
研
究
者
も
い
た
が
、
そ
れ
は
少
数
派
で
あ
り
、
近

世
仏
教
と
近
代
仏
教
と
で
は
、
ま
っ
た
く
異
な
る
軌
跡
を
え
が
い

た
。
近
世
仏
教
研
究
は
、
辻
善
之
助
の
近
世
仏
教
＝
堕
落
論
の
克
服

を
目
指
し
た
）
4
（
り
、
近
世
仏
教
の
倫
理
的
エ
ー
ト
ス
を
評
価
し
た
ロ

バ
ー
ト
・
ベ
ラ
『
徳
川
時
代
の
宗
教
』
に
刺
激
さ
れ
て
、
ウ
ェ
ー

バ
ー
・
テ
ー
ゼ
の
応
用
を
試
み
た
研
究
が
現
れ
た
り
し
て
、
多
彩
に

展
開
し
た
。
そ
れ
と
比
べ
て
近
代
仏
教
史
で
は
、
辻
論
の
克
服
も
ベ

ラ
説
も
関
心
の
対
象
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
仏
教
史
に
お
け
る
近
世

と
近
代
に
は
、
懸
隔
が
決
し
て
小
さ
く
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
は
近

代
仏
教
研
究
は
、
ど
の
よ
う
な
軌
跡
を
た
ど
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。

二
、
吉
田
久
一
『
日
本
近
代
仏
教
社
会
史
研
究
』

　

近
代
仏
教
研
究
は
、
吉
田
久
一
『
日
本
近
代
仏
教
史
研
究
』（
一

九
五
九
年
）、『
日
本
近
代
仏
教
社
会
史
研
究
』（
一
九
六
四
年
）
に

は
じ
ま
る
。
一
九
六
一
年
か
ら
『
講
座
近
代
仏
教
』
が
刊
行
さ
れ
た

が
、
個
々
の
論
文
に
は
労
作
が
あ
っ
た
が
、
一
貫
し
た
編
集
方
針
に

も
と
づ
く
講
座
で
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
は
船
山
信
一
、
大
久
保
道

舟
に
よ
う
に
「
明
治
仏
教
」
を
使
う
人
も
い
れ
ば
、
吉
田
、
柏
原
、

家
永
三
郎
、
森
龍
吉
の
よ
う
に
「
近
代
仏
教
」「
仏
教
近
代
化
」
を

語
る
人
も
い
て
、
過
渡
期
の
研
究
状
況
を
よ
く
示
し
た
。
赤
松
俊

秀
・
家
永
三
郎
・
圭
室
諦
成
編
『
日
本
仏
教
史　

近
世
・
近
代
編
』

（
一
九
六
七
年
）
は
、
古
代
か
ら
近
代
ま
で
の
仏
教
史
を
叙
述
し
た

定
評
の
あ
る
三
巻
の
シ
リ
ー
ズ
の
一
冊
で
あ
り
、
近
世
・
近
代
仏
教

の
最
新
の
成
果
を
収
録
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
近
代
仏
教
研
究
は
、

戦
後
に
あ
ら
わ
れ
た
新
し
い
研
究
が
少
し
ず
つ
蓄
積
さ
れ
て
形
成
さ



明
治
仏
教
か
ら
近
代
仏
教
へ
（
林
）

41─　   ─

れ
た
と
言
え
よ
う
。
こ
の
な
か
で
筆
者
が
注
目
し
た
い
の
は
、
吉
田

の
『
日
本
近
代
仏
教
社
会
史
研
究
』
で
あ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て

は
、
こ
の
本
は
、
近
代
仏
教
史
に
つ
い
て
の
時
期
区
分
を
最
初
に
試

み
て
お
り
、
国
家
・
社
会
と
仏
教
の
近
代
化
と
の
関
連
を
追
跡
し
た

労
作
と
評
価
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
柏
原
、
池
田
英
俊
も
ま
た
、
吉

田
の
大
枠
に
依
拠
し
て
、
自
ら
の
研
究
を
展
開
さ
せ
て
い
た
。

　
『
日
本
近
代
仏
教
社
会
史
研
究
』
の
前
編
は
、
講
座
派
歴
史
学
と

丸
山
・
大
塚
の
研
究
を
踏
ま
え
て
、
近
代
仏
教
社
会
史
の
記
述
を
は

じ
め
て
い
る
。
吉
田
は
、
講
座
派
歴
史
学
に
し
た
が
っ
て
明
治
維
新

に
よ
っ
て
確
立
し
た
近
代
国
家
を
絶
対
主
義
国
家
と
し
て
捉
え
て
い

る
。
絶
対
主
義
と
は
、
西
欧
の
諸
国
に
お
け
る
前
近
代
の
最
後
の
政

治
形
態
と
し
て
出
現
し
た
、
軍
隊
と
官
僚
制
を
備
え
た
専
制
的
王
制

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
革
命
に
よ
っ
て
打
倒
さ

れ
る
対
象
で
あ
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
明
治
維
新
は
ブ
ル
ジ
ョ
ワ

革
命
と
し
て
は
不
十
分
で
あ
り
、
封
建
的
遺
制
で
あ
っ
た
天
皇
制
絶

対
主
義
を
残
し
て
し
ま
っ
た
。
吉
田
は
、
服
部
之
総
を
引
用
し
て
絶

対
主
義
を
説
明
し
て
い
る
。
迂
遠
な
が
ら
、
服
部
の
議
論
を
引
用
し

て
お
こ
う
。

　
　
「
明
治
維
新
を
も
っ
て
絶
対
王
制
の
形
成
お
よ
び
そ
の
表
面
的

解
消
の
過
程
と
し
て
把
握
す
る
見
方
は
、
日
本
国
体
の
特
殊
性

と
さ
れ
た
天
皇
制
の
諸
規
定
を
あ
き
ら
か
に
す
る
た
め
の
、
不

可
欠
の
前
件
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
…
…
明
治
四
年
か
ら
明
治

二
十
三
年
に
い
た
る
わ
が
く
に
の
維
新
政
権
も
、
そ
れ
ぞ
れ
特

殊
性
を
不
可
避
的
に
も
ち
な
が
ら
、
ひ
と
し
く
こ
の
歴
史
的
範

疇
と
し
て
の
絶
対
主
義
に
帰
属
す
る
も
の
で
あ
）
5
（
る
」

吉
田
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
歴
史
学
へ
の
違
和
感
を
隠
す
こ
と
は
な

か
っ
た
が
、
明
治
国
家
を
絶
対
主
義
と
呼
ぶ
点
で
講
座
派
歴
史
学
を

よ
く
継
承
し
て
い
た
。
さ
ら
に
吉
田
は
、
大
塚
久
雄
、
丸
山
真
男
の

研
究
を
も
よ
く
参
照
に
し
て
い
た
。
つ
ぎ
の
よ
う
に
大
塚
を
引
き
な

が
ら
、
吉
田
は
原
始
蓄
積
過
程
を
論
じ
、
そ
れ
と
仏
教
と
の
関
係
性

を
理
解
し
よ
う
と
し
た
。

　
　
「
大
塚
久
雄
氏
は
、
封
建
経
済
の
崩
壊
は
、
ま
ず
封
建
支
配
層

や
そ
れ
と
結
び
つ
い
た
商
業
資
本
に
対
し
て
、
局
地
的
市
場
圏

の
形
成
と
民
富
の
蓄
積
と
し
て
現
わ
れ
る
と
指
摘
さ
れ
た
。

…
…
先
進
国
型
の
原
始
蓄
積
コ
ー
ス
と
比
較
し
て
、
日
本
の
原

蓄
コ
ー
ス
は
後
進
的
で
、「
富
国
強
兵
」
の
標
語
に
も
代
表
さ

れ
る
よ
う
に
、
強
力
な
上
か
ら
の
指
導
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
進

行
し
た
も
の
で
あ
っ
）
6
（
た
」
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明
治
維
新
の
時
に
、
仏
教
は
宗
教
革
命
・
精
神
革
命
を
お
こ
す
こ
と

に
失
敗
し
た
と
、
吉
田
は
考
え
て
い
る
。
講
座
派
歴
史
学
が
い
う
と

こ
ろ
の
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
革
命
の
未
成
立
が
、
そ
の
ま
ま
仏
教
の
宗
教
革

命
に
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
原
始
蓄
積
期
に
も
仏
教
者

は
、
仏
教
国
益
論
を
展
開
し
て
、
社
会
的
活
動
を
実
行
し
た
が
、
資

本
主
義
社
会
の
仏
教
へ
脱
皮
は
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
は
、

国
家
権
力
は
急
激
な
共
同
体
解
体
を
防
止
し
た
い
と
考
え
て
、
社
会

的
秩
序
の
維
持
の
た
め
に
地
域
社
会
の
中
心
に
あ
る
寺
院
に
そ
の
役

割
を
期
待
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
言
い
か
え
る
と
、
国
家
権
力
は
、

教
団
仏
教
に
封
建
制
温
存
の
機
能
を
期
待
し
た
。
そ
の
た
め
に
国
家

権
力
に
服
従
し
た
「
御
用
宗
教
化
」
し
た
教
団
仏
教
が
一
方
の
極
に

根
強
く
あ
り
、
他
方
の
極
に
教
団
仏
教
に
批
判
的
な
少
数
の
「
近
代

派
」
の
仏
教
者
が
い
る
と
い
う
構
図
が
え
が
か
れ
た
。
第
二
次
世
界

大
戦
に
よ
る
敗
戦
は
、
教
団
仏
教
が
本
格
的
な
近
代
化
に
直
面
し
、

封
建
性
を
克
服
す
る
好
機
だ
と
認
識
さ
れ
て
、
仏
教
近
代
化
を
は
た

し
た
先
駆
的
な
事
例
し
て
、
清
沢
満
之
の
精
神
主
義
、
境
野
黄
洋
ら

の
新
仏
教
運
動
が
引
証
さ
れ
、
高
く
評
価
さ
れ
る
と
こ
と
に
な
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
吉
田
の
学
問
の
特
徴
は
、
戦
後
の
学
問
史
を
彩
る

よ
う
な
講
座
派
歴
史
学
、
大
塚
久
雄
、
丸
山
真
男
な
ど
を
貪
欲
に
取

り
込
み
、
吸
収
し
咀
嚼
し
た
こ
と
に
あ
る
。
近
代
仏
教
史
の
大
枠
、

時
期
区
分
が
可
能
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
五
〇
年
代
の
学
問
史
と

「
近
代
」「
近
代
化
」
へ
の
問
題
意
識
を
共
有
し
て
、
同
時
代
の
学
問

と
の
交
流
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
に
吉
田
の
研
究
者
と
し
て

の
先
駆
性
を
筆
者
は
感
じ
ざ
る
を
え
な
い
。
仏
教
学
、
仏
教
史
研
究

で
は
、
今
も
昔
も
講
座
派
歴
史
学
、
大
塚
、
丸
山
の
学
問
と
無
関
係

に
研
究
を
進
め
て
き
た
研
究
者
は
少
な
く
な
い
。
仏
教
学
出
身
の
池

田
英
俊
の
読
書
目
録
に
は
、
辻
善
之
助
、
古
田
紹
欽
は
あ
っ
た
が
、

服
部
之
総
、
大
塚
久
雄
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
も
し
池
田
が
、

吉
田
に
代
わ
っ
て
研
究
史
の
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、

ど
う
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
読
者
の
憫
笑
を
誘
う
の
を
承
知
で
、

思
い
切
っ
て
筆
者
の
想
像
を
語
る
と
、
池
田
が
好
ん
だ
「
明
治
仏

教
」
が
、
戦
前
か
ら
の
連
続
性
も
あ
っ
て
広
範
に
定
着
し
、「
明
治

仏
教
」
が
基
本
の
用
語
と
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
筆
者
の
想

像
す
る
世
界
で
は
「
近
代
仏
教
」
で
は
な
く
「
明
治
仏
教
」
が
通
用

し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
吉
田
が
い
た
か
ら
、「
近
代
仏
教
」
が
誕

生
し
普
及
し
、
近
代
仏
教
研
究
は
、
現
在
わ
れ
わ
れ
が
知
る
と
こ
ろ

の
近
代
仏
教
研
究
に
な
っ
た
の
だ
。

　
「
近
代
仏
教
」
の
「
近
代
」
と
は
、
五
〇
年
代
以
降
の
学
術
世
界
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を
席
巻
し
た
講
座
派
歴
史
学
、
大
塚
、
丸
山
の
学
術
に
連
動
し
た
言

葉
で
あ
っ
た
。
少
な
く
て
も
吉
田
の
「
近
代
」
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
歴

史
学
、
政
治
学
と
共
有
し
て
い
た
。
敗
戦
後
の
日
本
社
会
に
お
い

て
、
真
の
民
主
化
、
近
代
化
が
必
要
で
あ
り
、
自
ら
の
学
問
的
営
為

が
、
そ
の
こ
と
の
実
現
に
寄
与
で
き
る
と
考
え
た
人
た
ち
が
い
て
、

大
塚
、
丸
山
も
そ
う
し
た
人
た
ち
に
属
し
て
い
た
が
、
吉
田
も
そ
う

し
た
人
で
あ
っ
た
。
吉
田
の
場
合
、
日
本
の
政
治
、
社
会
の
み
な
ら

ず
、
仏
教
教
団
も
宗
教
革
命
を
お
こ
し
、
変
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
た
。

　

繰
り
返
し
に
な
る
が
、「
近
代
仏
教
」
に
は
、
戦
後
直
後
の
学
問

の
潮
流
が
刻
印
さ
れ
て
い
た
。
封
建
制
と
近
代
化
と
い
う
二
項
対
立

の
課
題
を
仏
教
史
研
究
の
上
で
引
き
受
け
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
吉
田

の
著
作
は
、
戦
後
の
学
問
史
に
正
当
な
位
置
を
占
め
る
こ
と
が
で
き

た
。
吉
田
に
よ
れ
ば
、
明
治
維
新
の
時
に
宗
教
革
命
が
な
か
っ
た
こ

と
で
、
仏
教
の
封
建
性
は
残
存
し
、
仏
教
は
国
家
に
服
従
し
た
「
御

用
宗
教
化
」
し
た
。
丸
山
が
、
個
人
の
自
立
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と

に
日
本
の
思
想
の
弱
点
を
見
て
、
戦
後
に
個
人
の
自
立
を
説
い
た
よ

う
に
、
吉
田
は
、
仏
教
の
国
家
か
ら
の
自
立
こ
そ
が
仏
教
の
近
代
化

の
証
だ
と
考
え
た
こ
と
は
確
実
で
あ
っ
た
。
丸
山
は
、
親
鸞
の
思
想

に
傾
倒
し
た
よ
う
に
、
吉
田
は
、
清
沢
満
之
に
深
く
思
い
入
れ
を

も
っ
た
。
清
沢
は
、
一
九
〇
〇
年
以
降
の
日
本
の
帝
国
主
義
と
そ
れ

に
追
従
す
る
教
団
仏
教
を
断
ち
切
っ
た
と
こ
ろ
で
、
内
面
的
な
近
代

信
仰
を
確
立
し
た
と
吉
田
は
見
る
。
吉
田
に
は
、
あ
る
べ
き
「
近

代
」「
近
代
化
」
に
対
す
る
思
い
が
強
く
あ
り
、
そ
こ
か
ら
見
て
近

代
仏
教
史
は
歴
史
的
に
精
査
さ
れ
た
。
そ
の
点
で
は
、
丸
山
政
治
学

と
類
似
の
課
題
を
負
っ
て
い
た
が
、
丸
山
と
は
同
一
視
は
で
き
な
い

面
も
む
ろ
ん
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
吉
田
が
専
門
と
し
た
社
会
福
祉
、

社
会
事
業
へ
の
関
心
で
あ
っ
た
。
吉
田
は
、
そ
の
分
野
の
先
駆
者
で

あ
り
、
そ
の
面
か
ら
も
仏
教
へ
関
心
を
持
ち
続
け
た
。
彼
の
著
作
集

は
、
戦
後
の
社
会
事
業
史
の
金
字
塔
と
さ
れ
て
い
る
。
彼
の
近
代
仏

教
史
は
、
仏
教
者
に
よ
る
社
会
福
祉
、
社
会
事
業
に
関
す
る
一
次
史

料
を
駆
使
し
た
最
初
の
労
作
で
あ
り
、
そ
こ
に
個
性
が
光
っ
て
い

た
。

三
、
吉
田
の
時
期
区
分

　

吉
田
の
著
作
は
、
近
代
仏
教
史
の
時
期
区
分
を
提
案
し
た
こ
と

で
、
大
き
な
学
術
的
な
貢
献
を
は
た
し
た
。
明
治
、
大
正
、
昭
和
と

い
う
元
号
に
よ
る
区
分
と
は
別
に
、
講
座
歴
史
学
の
成
果
を
踏
ま
え



表１

時期区分１ 時期区分２

Ｍ１～18
（1868–85） 明治維新社会と仏教 明治維新と仏教

Ｍ19～32
（1886–99） 資本主義社会の形成と仏教 近代国家の確立と仏教の革新

Ｍ33～44
（1900–11） 帝国主義の形成と仏教

帝国主義国家への出立と仏教
近代化の形成

Ｔ１～14
（1912–25） 現代仏教の潮流 大正デモクラシーと仏教

Ｓ１～
（1926–） 現代仏教の歴史
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た
時
期
区
分
を
導
入
し
た
こ
と
が
、
戦
前
の
「
明
治
仏
教
」
を
克
服

で
き
た
秘
訣
で
あ
っ
た
。
近
代
仏
教
史
の
時
期
区
分
を
設
け
る
に
あ

た
り
、
吉
田
は
講
座
歴
史
学
を
参
照
し
て
、
絶
対
主
義
、
原
始
蓄
積

期
、
資
本
主
義
の
成
立
、
帝
国
主
義
の
展
開
な
ど
の
段
階
を
そ
の
ま

ま
導
入
し
て
い
る
。
後
続
の
柏
原
、
池
田
は
、
独
自
の
時
期
区
分
を

試
み
る
こ
と
は
な
く
、
そ
の
点
で
吉
田
に
依
存
し
た
。
池
田
は
、
吉

田
の
時
期
区
分
を
紹
介
し
て
、「
こ
の
三
期
の
時
代
区
分
を
背
景

に
、
仏
教
思
想
史
の
立
場
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
み
る
仏
教
運

動
の
特
性
と
、
そ
の
課
題
と
を
と
り
あ
げ
て
み
た
い
と
思
う
の
で

あ
）
7
（

る
」
と
述
べ
て
、『
明
治
の
仏
教
』
を
書
き
あ
げ
た
。

　

吉
田
は
、「
マ
ル
ク
ス
主
義
の
研
究
は
、
内
在
的
信
仰
と
資
本
制

社
会
の
関
係
を
探
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
）
8
（

た
」
と
マ
ル
ク
ス
主
義
に

対
し
て
は
批
判
的
な
発
言
を
隠
さ
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
仏
教
的
無

我
に
つ
い
て
、
教
義
論
で
は
な
く
、
資
本
の
原
始
蓄
積
期
、
産
業
資

本
確
立
期
、
独
占
期
と
い
う
時
代
に
応
じ
て
、
い
か
に
関
わ
っ
た
の

か
を
問
う
べ
き
で
あ
る
と
吉
田
は
語
っ
て
い
る
。
し
か
し
こ
う
し
た

批
判
に
か
か
わ
ら
ず
、
吉
田
が
講
座
派
歴
史
学
の
成
果
を
受
容
し
て

い
た
こ
と
は
、
今
ま
で
述
べ
て
き
た
通
り
で
あ
り
、「
近
代
仏
教
」

研
究
は
、
歴
史
学
と
橋
を
架
け
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
多
く
の
読
者
に

読
ま
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
、
学
問
の
世

界
に
席
を
確
保
し
た

の
で
あ
っ
た
。

　

時
期
区
分
１
は
、

『
日
本
の
近
代
社
会

と
仏
教
』、
時
期
区

分
２
は
、『
近
現
代

仏
教
の
歴
史
』
で
提

示
さ
れ
て
い
る
も
の

で
あ
る
。
言
葉
使
い

に
少
し
違
い
が
あ
る

が
、
時
期
区
分
は
違

わ
な
い
。

　

吉
田
の
先
駆
的
な

時
期
区
分
は
、
当
時

の
講
座
派
歴
史
学
の

成
果
を
ふ
ま
え
て
資

本
主
義
の
展
開
を
軸
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に
し
た
も
の
で
あ
り
、
経
済
基
盤
か
ら
の
仏
教
史
の
説
明
で
あ
っ

た
。
そ
の
点
で
確
固
た
る
内
容
を
持
つ
歴
史
叙
述
で
あ
る
が
、
す
で

に
四
十
年
以
上
の
年
月
が
経
て
い
る
。
そ
の
後
の
研
究
史
の
展
開
を

知
っ
て
い
る
わ
れ
わ
れ
は
、
吉
田
の
時
期
区
分
を
継
承
す
る
た
め
に

も
、
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
貢
献
す
る
義
務
が
あ
ろ
う
。
時
期
区
分

の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
関
し
て
、
以
下
、
留
意
点
と
し
て
四
点
を

あ
げ
た
い
と
思
う
。

　

第
一
に
、
仏
教
教
団
は
、
封
建
制
と
結
び
つ
き
「
御
用
宗
教
化
」
し

た
と
い
う
見
方
に
固
守
し
た
た
め
、
吉
田
は
、
仏
教
教
団
の
近
代
的

形
成
過
程
を
想
定
で
き
な
か
っ
た
。
言
い
か
え
る
と
吉
田
は
、
清
沢

の
内
面
的
信
仰
を
仏
教
の
近
代
化
と
位
置
づ
け
た
が
、
仏
教
教
団
組

織
の
近
代
化
を
見
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
そ
の
点
は
、
平
野
）
9
（

武
、

羽
賀
祥
）
10
（

二
、
池
田
英
）
11
（

俊
の
仏
教
教
団
の
組
織
を
扱
っ
た
研
究
に
よ
っ

て
な
さ
れ
て
お
り
、
補
充
し
て
い
く
余
地
は
あ
る
。

　

第
二
に
、
第
一
に
も
関
連
す
る
が
、
国
家
権
力
へ
の
追
従
が
自
明

視
さ
れ
て
い
た
の
で
、
国
家
と
仏
教
教
団
と
の
関
係
の
過
程
を
、
公

文
書
に
よ
っ
て
検
証
す
る
と
い
う
や
り
方
は
あ
ま
り
採
用
さ
れ
て
こ

な
か
っ
た
。
国
家
神
道
研
究
と
比
較
し
た
場
合
に
、
近
代
仏
教
研
究

の
致
命
的
な
弱
点
は
、
今
も
こ
の
点
に
あ
る
と
筆
者
は
考
え
る
。

　

第
三
に
、
一
九
九
〇
年
以
降
、
研
究
が
盛
ん
に
な
っ
た
植
民
地
、

海
外
布
教
の
問
題
を
組
み
込
む
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
吉
田
の
時

代
に
は
全
く
な
か
っ
た
研
究
領
域
で
は
あ
る
が
、
ま
す
ま
す
研
究
が

進
み
つ
つ
あ
る
分
野
に
な
っ
て
い
る
。
講
座
派
歴
史
学
が
語
っ
て
き

た
「
帝
国
主
義
」
の
展
開
を
具
体
的
に
仏
教
史
に
即
し
て
論
じ
て
い

く
こ
と
で
も
あ
る
。

　

第
四
に
、
明
治
時
代
に
は
資
本
主
義
の
展
開
に
関
す
る
マ
ル
ク
ス

主
義
歴
史
学
に
則
し
て
、
段
階
論
が
展
開
さ
れ
た
が
、
大
正
、
昭
和

の
時
代
で
は
元
号
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。
歴
史
叙
述
に
関
し
て
も
、

大
正
、
昭
和
の
時
代
の
記
述
は
、
時
代
ご
と
の
目
立
っ
た
出
来
事
、

事
件
が
羅
列
さ
れ
る
だ
け
で
、
段
階
的
な
見
方
を
と
っ
て
い
な
い
。

仏
教
史
を
捉
え
る
視
角
が
、
首
尾
一
貫
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

四
、「
人
別
」
か
ら
「
教
化
」
へ

　

一
九
八
〇
年
代
後
半
以
降
、
近
世
宗
教
社
会
史
の
研
究
が
活
性
化

し
、
近
世
の
宗
教
史
は
塗
り
替
え
ら
れ
て
き
た
。
そ
れ
の
端
緒
を
つ

く
り
、
研
究
史
に
影
響
を
与
え
た
の
は
、
高
埜
利
彦
で
あ
っ
た
。
高

埜
の
研
究
が
持
っ
た
意
義
は
多
義
的
で
あ
る
が
、
僧
侶
以
外
の
宗
教

者
も
近
世
社
会
に
た
く
さ
ん
い
て
、
そ
う
し
た
宗
教
者
の
編
成
・
支
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配
が
朝
廷
権
威
に
結
び
つ
く
点
を
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る
。
高
埜
の

提
言
に
よ
っ
て
、
修
験
、
陰
陽
師
、
神
職
、
虚
無
僧
、
神
女
、
舞
太

夫
な
ど
の
研
究
が
急
速
に
進
ん
だ
。
さ
ま
ざ
ま
な
宗
教
者
は
、
特
定

の
本
山
、
本
所
の
組
織
に
所
属
す
る
よ
う
編
成
さ
れ
、
身
分
集
団
を

形
成
し
た
。
徳
川
幕
府
は
、
本
山
、
本
所
の
宗
教
者
編
成
を
人
別
掌

握
に
利
用
し
た
。
近
世
の
宗
教
者
研
究
は
、
朝
幕
関
係
論
の
一
環
と

し
て
、
あ
る
い
は
地
域
社
会
論
を
組
み
込
ん
だ
研
究
と
し
て
展
開
さ

れ
た
。
高
埜
に
よ
れ
ば
、
近
世
の
国
家
権
力
は
、
流
動
的
な
宗
教
者

を
定
着
さ
せ
て
、
本
山
、
本
所
ご
と
に
身
分
集
団
を
管
理
さ
せ
て
、

人
別
掌
握
に
利
用
し
よ
う
と
し
た
。

　
　
「
統
一
権
力
に
よ
る
全
国
統
治
が
実
現
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

す
な
わ
ち
中
世
の
多
元
的
・
重
層
的
な
支
配
権
力
が
揚
棄
さ
れ

て
一
元
化
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
流
動
的
な
人
々
│
│
い
ま

問
題
に
し
て
い
る
宗
教
者
の
ほ
か
に
職
人
・
芸
能
者
な
ど
を
含

む
│
│
を
私
領
域
の
枠
を
超
え
て
統
制
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
っ
た
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
統
一
権
力
は
人
掃
令
や
役
家
設

定
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
夫
役
徴
収
の
必
要
か
ら
、
全
国
的
な
人

別
掌
握
を
課
題
に
し
た
。
流
動
的
な
人
々
は
こ
の
課
題
に
阻
止

的
に
は
た
ら
く
と
い
う
こ
と
か
ら
定
着
さ
れ
る
必
要
が
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
）
12
（
る
」

　

本
山
、
本
所
に
よ
る
宗
教
者
の
人
別
掌
握
と
そ
の
組
織
化
は
、
徳

川
幕
府
が
意
図
的
に
作
り
上
げ
た
制
度
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
明
治
国

家
に
よ
っ
て
一
掃
さ
れ
た
。
国
民
の
管
理
を
戸
籍
法
、
戸
長
制
、
学

制
に
よ
っ
て
行
な
う
こ
と
に
し
た
近
代
に
お
い
て
、
旧
来
の
人
別
掌

握
は
不
要
な
だ
け
で
は
な
く
、
近
代
化
の
阻
害
要
因
で
あ
っ
た
。
近

世
的
な
身
分
集
団
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
社
会
的
存
在
意
義
を
喪
失

し
、
解
体
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
徳
川
幕
府
は
、
本
山
、
本
所

に
人
別
掌
握
・
治
安
の
機
能
を
託
し
た
が
、
明
治
国
家
は
、
本
山
、

本
所
の
支
配
を
廃
止
し
て
、
宗
教
者
、
芸
能
者
の
身
分
集
団
の
特
権

を
解
体
し
た
。
代
わ
っ
て
明
治
国
家
が
宗
教
者
に
期
待
し
要
請
し
た

の
は
、
国
民
へ
の
「
教
化
」「
教
導
」
で
あ
っ
た
。
一
八
七
二
年

（
明
治
五
）
に
設
置
さ
れ
る
教
部
省
、
教
導
職
は
、
明
治
国
家
が

「
教
」
を
重
視
し
て
、
そ
れ
と
の
関
連
で
神
職
、
僧
侶
を
動
員
し
よ

う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
一
八
七
一
年
一
月
に
明
治
国
家
は
、

寺
社
の
朱
印
地
・
黒
印
地
・
除
地
の
廃
止
を
行
な
い
、
土
地
を
経
済

的
基
盤
に
し
て
い
た
寺
社
は
、
著
し
く
後
退
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

四
月
に
戸
籍
法
の
制
定
、
廃
藩
置
県
が
施
行
さ
れ
た
。
十
月
に
は
、

寺
請
制
度
が
廃
止
に
な
り
、
近
世
以
来
の
寺
院
の
公
的
な
役
割
は
こ
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と
ご
と
く
消
失
し
た
。

　

一
八
七
二
年
に
明
治
国
家
は
、
神
官
、
僧
侶
を
動
員
し
て
教
導
職

に
仕
立
て
て
、
三
条
の
教
則
を
教
え
さ
せ
、
普
及
さ
せ
よ
う
と
し

た
。
同
じ
年
に
文
部
省
が
で
き
、
学
制
が
発
布
さ
れ
て
、
小
学
校
が

つ
く
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
教
導
職
の
規
模
・
影
響
を
見
る
限

り
、
大
規
模
な
国
民
教
化
運
動
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
か
っ

た
。
明
治
国
家
が
、
僧
侶
、
神
官
な
ど
の
宗
教
者
の
近
世
的
な
経
済

的
、
身
分
的
特
権
を
奪
っ
た
後
に
、
彼
ら
に
「
教
化
」
の
公
的
役
割

を
割
り
振
っ
て
、
社
会
的
存
続
を
は
か
ろ
う
と
し
た
。
し
か
し
地
域

に
小
学
校
が
設
立
さ
れ
て
、
初
等
教
育
が
は
じ
ま
る
と
、
教
導
職
の

教
化
活
動
と
の
あ
い
だ
で
競
合
、
齟
齬
が
生
じ
て
い
た
が
、
し
だ
い

に
学
校
教
育
が
制
度
と
し
て
定
着
し
、
宗
教
者
の
「
教
化
」
は
社
会

の
な
か
で
周
縁
化
し
た
。
谷
川
穣
は
、
教
導
職
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ

う
に
述
べ
た
。

　
　
「
文
部
省
に
よ
っ
て
「
学
制
」
が
発
布
さ
れ
た
明
治
五
年
（
一

八
七
二
）、
政
府
は
同
時
期
に
壮
大
な
民
衆
教
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
開
始
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
同
年
三
月
一
四
日
、
新
た

に
宗
教
者
を
管
轄
す
る
教
部
省
を
設
置
し
、
全
て
の
神
官
・
僧

侶
を
一
斉
に
動
員
し
て
教
導
職
に
任
命
す
る
こ
と
、
そ
し
て
彼

ら
に
「
敬
神
愛
国
」
な
ど
の
徳
目
を
民
衆
向
け
に
説
教
さ
せ
、

天
皇
を
基
軸
と
す
る
国
家
の
正
当
性
を
示
し
、
そ
の
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
を
浸
透
さ
せ
よ
う
と
い
う
政
策
を
打
ち
出
し
た
の
で

あ
）
13
（
る
」

た
と
え
永
続
性
に
欠
け
、
過
渡
的
な
政
策
で
あ
っ
た
に
し
ろ
、
明
治

国
家
が
、
神
道
国
教
化
路
線
を
転
換
さ
せ
た
後
に
、
僧
侶
、
神
官
を

使
っ
た
壮
大
な
教
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
企
図
し
た
こ
と
は
、
歴
史
的

な
意
義
が
あ
っ
た
。
す
ぐ
に
島
地
黙
雷
ら
に
よ
っ
て
大
教
院
は
解
散

に
追
い
込
ま
れ
、
明
治
十
七
年
に
教
導
職
制
は
廃
絶
と
な
っ
た
。
僧

侶
、
神
官
に
よ
る
「
教
化
」
は
、
そ
の
時
点
で
消
滅
し
て
し
ま
っ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
う
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。「
教
化
」

は
、
学
校
教
育
が
整
備
し
て
い
く
中
で
周
縁
化
し
た
が
、
政
府
は
宗

教
者
の
「
教
化
」
を
忘
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
一
九
一
二
年
の
三

教
会
同
、
一
九
二
四
年
に
文
部
大
臣
江
木
千
之
が
各
宗
代
表
に
た
い

し
て
「
思
想
善
導
」、「
民
心
作
興
」
へ
の
協
力
を
要
請
し
た
こ
と
、

一
九
三
九
年
の
宗
教
団
体
法
の
成
立
な
ど
に
、
宗
教
者
の
「
国
民
教

化
」
へ
の
期
待
が
政
府
側
に
は
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
監
獄
教

誨
、
戦
地
へ
の
従
軍
に
お
い
て
も
、
僧
侶
の
「
教
化
」
が
要
請
さ
れ

た
。
こ
の
よ
う
に
見
て
い
く
と
、
教
導
職
廃
止
後
も
僧
侶
、
神
官
の



表２

Ｍ１～Ｍ５

（1868–72）

近世国家の公的制度の廃止、近代国家の公的制度の確立との
交錯
・近世的な人別把握・身分集団の解体
・近代の戸籍制度の成立

Ｍ５～Ｍ17

（1872–84）

教導職の時代
・  神官、僧侶による国民教化。公教育（教師）と仏教（僧侶）

との競合から、公教育が体制化
・僧侶・神官による国民教化の周縁化

Ｍ18～Ｍ32

（1885–99）

仏教教団の近代的組織形成
・  管長制、教規・宗制の制定、僧侶養成機関の設置
・大日本国帝国憲法の「信教の自由」

Ｍ33～Ｓ20

（1900–1945）

国家と仏教教団の多面的な関係付け
・1897年古社寺保存法
・1900年仏教公認運動、宗教案反対
・1900年内務省宗教局
・専門学校の設立
・戦争協力
・監獄教誨
・1912年三教会同
・1915年仏教連合会の設立
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「
教
化
」
の
任
務
は
、
潜
在
的
に
社
会
の
周
縁
部
に
残
り
つ
づ

け
、
政
府
は
、
社
会
的
な
危
機
に
直
面
す
る
と
、
ふ
だ
ん
は
放

置
し
て
い
た
宗
教
者
を
呼
び
寄
せ
て
、
国
民
教
化
に
活
用
し
よ

う
と
し
た
。

　

国
家
が
宗
教
者
に
託
し
、
期
待
し
た
も
の
は
、
近
世
か
ら
近

代
に
か
け
て
大
き
く
転
換
し
た
と
い
う
の
が
、
筆
者
の
見
解
で

あ
る
。
そ
れ
は
、
近
世
に
お
け
る
「
人
別
掌
握
」
か
ら
、
近
代

の
「
教
化
」
へ
の
変
化
で
あ
っ
た
。
一
八
六
八
年
（
明
治
元
）

か
ら
一
八
七
二
年
の
間
に
、
近
世
の
公
的
制
度
が
廃
止
さ
れ
、

身
分
集
団
、
人
別
掌
握
の
廃
止
が
集
中
し
て
お
こ
っ
た
。
筆
者

は
、
こ
の
事
実
を
近
代
仏
教
史
の
始
点
と
し
て
据
え
る
べ
き
だ

と
考
え
て
い
る
。
一
八
七
三
年
の
教
導
職
の
制
定
は
、
そ
の
後

に
継
続
す
る
「
教
化
」
の
方
向
性
を
定
め
た
重
要
な
時
期
で

あ
っ
）
14
（

た
。
国
家
と
仏
教
教
団
と
の
関
係
の
あ
り
方
を
基
軸
に
し

て
、
筆
者
な
り
に
近
代
仏
教
の
時
期
区
分
を
描
く
と
す
る
と
、

表
２
の
よ
う
に
な
る
。

　

時
期
区
分
の
基
準
は
、
国
家
が
仏
教
教
団
に
対
し
て
ど
の
よ

う
な
関
係
を
要
請
し
て
、
教
団
が
応
じ
た
か
と
い
う
点
に
あ

る
。
国
家
も
仏
教
教
団
も
、
明
治
維
新
の
時
点
で
は
脆
弱
で
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あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
だ
い
に
法
的
整
備
、
官
僚
制
の
充
実
で
近

代
国
家
が
確
立
し
て
、
近
代
に
ふ
さ
わ
し
い
統
治
体
制
を
構
築
し
、

仏
教
教
団
も
ま
た
近
代
的
な
僧
侶
養
成
の
体
制
を
整
え
つ
つ
あ
っ

た
。
第
四
期
は
、
双
方
が
確
立
し
た
後
で
、
国
家
と
仏
教
教
団
と
が

い
か
な
る
関
係
を
結
ん
だ
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
一
八
九
七
年

に
古
社
寺
保
存
法
が
で
き
て
、
古
い
寺
社
が
有
形
文
化
財
と
し
て
価

値
の
あ
る
国
宝
と
し
て
指
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
仏
教
教
団

は
、
キ
リ
ス
ト
教
と
仏
教
を
対
等
に
扱
う
宗
教
法
案
を
廃
案
に
追
い

込
み
、
仏
教
公
認
運
動
を
大
々
的
に
展
開
さ
せ
た
。
一
九
〇
〇
年
に

内
務
省
に
宗
教
局
が
で
き
た
が
、
そ
こ
で
は
仏
教
教
団
と
教
派
神
道

が
管
轄
下
に
扱
わ
れ
た
が
、
キ
リ
ス
ト
教
は
無
視
さ
れ
た
わ
け
で
な

か
っ
た
。
同
時
に
神
社
局
が
設
け
ら
れ
、
制
度
的
に
国
家
神
道
体
制

が
成
立
し
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。
日
清
、
日
露
戦
争
が
起
こ
る
と
、

国
家
は
仏
教
教
団
に
た
い
し
て
従
軍
僧
派
遣
を
求
め
て
仏
教
教
団
は

積
極
的
に
応
え
た
。
こ
の
よ
う
に
見
て
い
く
と
、
近
代
の
国
家
が
多

面
的
な
行
政
・
統
治
の
機
能
を
持
ち
始
め
て
、
そ
れ
に
応
じ
て
個
々

の
場
面
で
仏
教
教
団
へ
の
協
力
を
求
め
、
仏
教
教
団
も
政
府
に
働
き

か
け
を
行
い
、
公
的
機
能
を
担
い
、
多
面
的
な
関
係
が
交
錯
し
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
第
四
期
は
長
く
、
さ
ら
な
る
区
分
を
構

想
す
る
余
地
は
あ
る
。

　

従
来
の
研
究
と
、
筆
者
の
提
案
と
の
相
違
を
図
１
に
よ
っ
て
説
明

し
て
み
よ
う
。
吉
田
は
、「
御
用
宗
教
化
」
し
た
仏
教
教
団
を
自
明

な
前
提
と
し
て
、
Ⅰ
の
象
限
の
国
家
と
教
団
と
の
関
係
を
あ
え
て
問

い
直
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。
国
家
の
存
在
を
無
視
し
た
の
で
は
な

く
、
自
明
な
こ
と
に
祭
り
上
げ
た
た
め
に
、
制
度
史
的
な
精
査
を
な

お
ざ
り
に
し
た
と
い
え
る
。
吉
田
た
ち
が
注
目
し
、
仏
教
の
近
代
化

と
し
て
高
く
評
価
し
た
の
は
、
Ⅲ
の
象
限
で
あ
り
、
新
仏
教
運
動
、

精
神
主
義
の
知
識
人
で
あ
っ
た
。
末
木
文
美
士
は
、
Ⅲ
が
、
容
易
に

国
家
に
再
吸
収
さ
れ
る
こ
と
を
論
じ
、
Ⅲ
か
ら
Ⅱ
へ
の
移
行
・
転
移

が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
）
15
（

た
。
吉
田
た
ち
の
評
価
を
反
転
さ
せ
た
こ

と
が
、
末
木
の
斬
新
な
点
で
あ
っ
た
。
Ⅳ
の
象
限
は
、
国
家
に
よ
る

仏
教
教
団
の
疎
外
、
国
家
と
教
団
と
の
対
立
、
教
団
に
よ
る
脱
国
家

の
試
み
で
あ
る
。
具
体
例
と
し
て
は
、
廃
仏
毀
釈
、
教
導
職
廃
止
後

の
、
国
家
と
教
団
と
の
疎
遠
な
関
係
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
安
丸
良

夫
が
言
う
よ
う
に
、
国
家
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
こ
と
で
、
仏
教
教
団

は
国
家
へ
対
し
て
の
忠
誠
の
競
争
に
し
の
ぎ
を
け
ず
っ
た
と
い
う
見

方
は
で
き
）
16
（
る
。
安
丸
の
よ
う
に
把
握
す
る
な
ら
ば
、
Ⅰ
の
象
限
と
Ⅳ

の
象
限
は
、
相
互
に
変
換
す
る
動
態
的
な
関
係
に
あ
る
と
把
握
す
る



国家

 （Ⅱ）個人の国家志向  （Ⅰ）国家と教団の関係　

個人 教団

 （Ⅲ）個人の脱国家　  （Ⅳ）国家による教団疎外

反国家・脱国家
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こ
と
も
で
き
る
。

　

教
団
が
宗
派
に
よ
っ
て
多

様
で
あ
る
こ
と
を
認
め
た
う

え
で
、
筆
者
は
、
Ⅰ
の
象
限

を
自
明
視
せ
ず
に
、
国
家
と

仏
教
教
団
の
関
係
の
構
築
過

程
を
精
査
す
べ
き
だ
と
考
え

る
。
Ⅲ
の
個
人
も
、
国
家
を

超
え
る
わ
け
で
は
な
く
、
教

団
批
判
、
教
団
改
革
を
媒
介

に
し
て
、
国
家
・
社
会
批
判

を
行
っ
た
こ
と
と
も
考
え
ら

れ
よ
う
。
Ⅰ
の
象
限
を
基
軸

に
し
な
が
ら
も
、
Ⅰ
と
他
の

象
限
と
の
相
互
関
係
を
考
え

て
い
く
と
い
う
や
り
方
で
、

近
代
仏
教
史
を
構
想
し
う
る

と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。
国

家
は
、
社
会
的
危
機
に
直
面

す
る
と
、
各
仏
教
教
団
の
代
表
者
に
協
力
を
求
め
て
い
た
し
、
仏
教

教
団
も
ま
た
国
家
に
期
待
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
た
様
子
で
あ

る
。
大
逆
事
件
後
の
三
教
会
同
、
国
民
精
神
作
興
に
関
す
る
詔
書
の

直
後
の
文
部
大
臣
の
各
宗
へ
の
要
請
な
ど
に
、
国
家
か
ら
の
宗
教
教

団
（
仏
教
教
団
も
含
め
）
へ
の
期
待
が
隠
さ
れ
て
い
た
。

　

六
〇
年
の
安
保
闘
争
、
七
〇
年
代
に
激
化
す
る
大
学
紛
争
に
お
い

て
、
時
の
政
府
は
、
官
邸
に
仏
教
各
宗
の
代
表
者
を
呼
び
、
治
安
維

持
と
思
想
善
導
に
協
力
を
求
め
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
こ
と

は
、
一
九
四
五
年
の
敗
戦
に
よ
っ
て
、
戦
前
に
あ
っ
た
「
近
代
仏

教
」
の
時
代
が
す
で
に
終
焉
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
た
。「
国

家
神
道
」
と
同
じ
よ
う
に
明
治
維
新
か
ら
敗
戦
ま
で
の
期
間
限
定

の
、
国
家
と
仏
教
教
団
と
の
関
係
を
探
求
す
る
た
め
の
用
語
と
し
て

「
近
代
仏
教
」
は
再
定
義
さ
れ
る
時
期
に
来
て
い
）
17
（

る
。

注（
１
） 

吉
田
久
一
『
近
現
代
仏
教
史
の
歴
史
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
九
二

年
）
十
三
頁

（
２
） 

林
淳
「
近
代
仏
教
と
国
家
神
道
」（『
愛
知
学
院
大
学
禅
研
究
所
紀

要
』
三
四
号
、
二
〇
〇
六
年
）

（
３
） 
大
谷
栄
一
「「
近
代
仏
教
に
な
る
」
と
い
う
物
語
」（『
近
代
仏
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教
』
第
一
六
号
、
二
〇
〇
九
年
。
後
よ
り
大
谷
『
近
代
仏
教
と
い
う
視

座
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
一
二
年
）
に
収
録
）

（
４
） 
オ
リ
オ
ン
・
ク
ラ
ウ
タ
ウ
は
辻
善
之
助
の
近
世
仏
教
＝
堕
落
論

を
、
廃
仏
毀
釈
を
体
験
し
た
近
代
の
仏
教
者
が
つ
く
り
だ
し
た
正
当
化

の
言
説
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
、
近
世
仏
教
＝
堕
落
論
を
近
代

仏
教
史
の
問
題
と
し
て
据
え
直
し
て
い
る
。
ク
ラ
ウ
タ
ウ
『
近
代
日
本

思
想
と
し
て
の
仏
教
史
学
』（
法
蔵
館
、
二
〇
一
二
年
）
を
参
照

（
５
） 

『
服
部
之
総
著
作
集
』
第
四
巻
（
理
論
社
、
一
九
五
五
年
）
二
一

九
頁

（
６
） 

吉
田
久
一
『
日
本
近
代
仏
教
社
会
史
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
一

九
六
四
年
）
二
〇
頁

（
７
） 

池
田
英
俊
『
明
治
の
仏
教
』（
評
論
社
、
一
九
七
六
年
）
二
〇
頁

（
８
） 

吉
田
久
一
『
日
本
の
近
代
社
会
と
仏
教
』（
評
論
社
、
一
九
七
〇

年
）
三
四
〜
三
五
頁

（
９
） 

平
野
武
『
西
本
願
寺
寺
法
と
「
立
憲
主
義
」』（
法
律
文
化
社
、
一

九
八
八
年
）

（
10
） 

羽
賀
祥
二
『
明
治
維
新
と
宗
教
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
九
四
年
）

（
11
） 

池
田
英
俊
『
明
治
仏
教
教
会
・
結
社
史
の
研
究
』（
刀
水
書
房
、

一
九
九
四
年
）

（
12
） 

高
埜
利
彦
『
近
世
日
本
の
国
家
権
力
と
宗
教
』（
東
大
出
版
会
、

一
九
八
九
年
）
一
〇
三
頁
。
明
治
初
期
の
宗
教
者
の
身
分
集
団
の
廃
止

に
つ
い
て
は
、
横
山
百
合
子
『
明
治
維
新
と
近
世
的
身
分
の
解
体
』

（
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
、
二
二
八
頁
）
を
参
照
し
た
。

（
13
） 

谷
川
穣
『
明
治
前
期
の
教
育
・
教
化
・
仏
教
』（
思
文
閣
出
版
、

二
〇
〇
八
年
）
序
章

（
14
） 

図
式
的
に
言
う
と
、
江
戸
幕
府
は
、
人
別
掌
握
と
移
動
の
管
理
に

宗
教
者
を
利
用
し
よ
う
と
し
た
が
、
明
治
国
家
は
、
国
民
教
化
の
た
め

に
宗
教
者
を
利
用
し
よ
う
と
し
た
。
国
民
教
化
と
は
、
言
葉
を
使
っ

て
、
人
々
に
臣
民
と
し
て
の
道
徳
、
規
律
、
知
識
を
教
え
、
内
面
へ
訴

え
か
け
る
行
為
で
あ
っ
た
。
人
々
の
内
面
に
入
る
こ
と
に
関
心
を
持

ち
、
教
化
や
教
育
を
実
施
し
た
の
は
、
個
々
の
教
団
、
宗
教
者
、
教
員

で
は
な
く
て
、
近
代
国
家
の
意
思
で
あ
っ
た
。
西
洋
か
ら
の
宗
教
概
念

の
導
入
に
つ
い
て
、
最
大
の
ア
ク
タ
ー
で
あ
る
国
家
の
意
思
が
論
じ
ら

れ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。「
教
化
」
の
視
点
か

ら
、
宗
教
概
念
論
は
再
検
討
し
う
る
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。

（
15
） 

末
木
文
美
士
『
近
代
日
本
の
思
想
・
再
考
』
Ⅰ
・
Ⅱ
（
ト
ラ
ン
ス

ビ
ュ
ー
、
二
〇
〇
四
年
）

（
16
） 

安
丸
良
夫
『
神
々
の
明
治
維
新
』（
岩
波
書
店
、
一
九
七
九
年
）

（
17
） 

注（
１
）に
引
い
た
『
近
現
代
仏
教
の
歴
史
』
に
お
い
て
、
吉
田

は
、
昭
和
期
か
ら
「
現
代
仏
教
」
と
呼
称
し
た
が
、
そ
の
根
拠
は
明
確

で
は
な
い
。
吉
田
に
よ
る
大
正
期
、
昭
和
期
の
時
期
区
分
は
、
基
本
的

に
元
号
に
従
っ
て
お
り
、
元
号
を
越
え
る
独
自
の
時
期
区
分
の
意
欲
は

な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

付
記　

本
稿
は
、「
近
代
仏
教
の
時
期
区
分
」（『
季
刊
日
本
思
想
史
』
七

五
号
、二
〇
〇
九
年
）
の
誤
記
を
訂
正
し
、
書
き
直
し
た
も
の
で
あ
る
。


